
締めくくり質疑（令和６年３月１９日）
令和6年度 熊本市一般会計予算
●地域コミュニティセンターの運営
●生活保護におけるケースワーカーの適正配置
●老人福祉センター運営経費

熊本市附属機関設置条例の一部改正
●本庁舎等整備の在り方に関する有識者会議の廃止

共 産 党

コミセン運営費の人件費単価の引上げを質
疑1

人件費単価は最低賃金へ引上げが必要ではないか。

教育委員会の「学期雇用」は速やかな是正を質
疑2

｢学期雇用｣はほとんどの政令市がやっていない。直ちに改善すべきではないか。

物価高騰対策では、熊本市の独自策が必要質
疑3

国の対策では物価高に追い付かない。自治体の独自支援を実施すべきではないか。

遅れている公共施設のトイレ洋式化の促進を質
疑4

和式トイレは、急ぎ洋式へ改修すべきではないか。

くまもと市議会だより ● 令和6年（2024年）6月 第50号 7くまもと市議会だより ● 令和6年（2024年）6月 第50号6

花畑広場一帯の利活用について質
疑６

花畑広場一帯の公共空間の中に唯一残る民間駐車場の取得はどうなっ
ているか。

駐輪場の防犯対策について質
疑７

市の駐輪場で自転車盗難が増加している。防犯カメラ設置を進めるべきでは。

地域猫適正管理について質
疑8

野良猫の不妊去勢手術にあたり猫の捕獲・搬送の市民負担を軽減し、
飼い猫の放し飼いを禁止してはどうか。

部活動のあり方について質
疑9

部活動指針を徹底し、教員以外の指導者の確保も図るべきでは。

（仮称）総合行政事務センターの設置で市民の利便性向上へ質
疑6

（仮称）総合行政事務センター設置によって市民の利便性向上と本市の
業務効率のさらなる推進を。

要求状況一覧について質
疑8

予算編成において検討段階から実現までの一連の流れが不透明。
公平性・透明性が担保された編成・資料作成に取り組むべき。

スマートフォン等で読み込むことで、インターネット中継の録画映像をご覧いただけます。

がん患者に対するアピアランスケアについて質
疑2

現状に合った金額設定への検討と誰一人取り残さない、希望者に寄り
添った支援となるよう求める。

熊本都市圏の交通体系について4
市電の延伸を機会に、益城町・菊陽町・合志市へと続くLRT環状線を検討し
てはどうか。

質
疑

女性のデジタル人材育成について3
女性の雇用における「質」の改善と雇用のミスマッチの解消、個別サポート
で丁寧な就労支援を求める。

質
疑

効果的な結婚支援事業の推進を4
結婚支援センターの設置と同時に奨学金返済軽減策などの経済的な
支援も必要では。

質
疑

地域猫活動の啓発5
動物愛護センターでの猫の不妊去勢手術の体制構築と地域猫活動
推進のためのさらなる啓発活動を求める。

質
疑

自主自立のまちづくりについて7
各区独自のさまざまな良い取り組みが、熊本市全土に拡大ができていな
い。各区・各局を統括する体制が不足している。副市長が“統括官”という
位置づけを創設する必要があるのでは。

質
疑

公園利活用及び環境保護地区の保全について5
「江津湖野鳥の森」の再生と保全を求める請願は昨年12月の議会で全会
一致で採択された。適切な対応をすべきではないか。

質
疑

子育て支援アプリの特徴について質
疑1

子育て世代の負担軽減と活用したくなるよう
な使い勝手の良いアプリとなるよう内容の
充実を求める。

公 明 党

視察レポート 市議会では、委員会が所管の課題に対し審査や調査を行うため、他の自治体等の
先進的な事業について行政視察を行っています。

総務委員会 令和５年１０月２５日（水）～２７日（金） 環境水道委員会 令和５年１１月１５日（水）～１１月１７日（金）

教育市民委員会 令和５年８月７日（月）～８月９日（水） 経済委員会 令和５年１０月２５日（水）～１０月２７日（金）

厚生委員会 令和５年１０月２４日（火）～１０月２６日（木） 都市整備委員会 令和５年１０月２４日（火）～１０月２６日（木）

気象防災オペレーション
ルームの説明

【気象庁】
●線状降水帯の予測精度向上と
　防災気象情報の利活用
・ 線状降水帯の予測精度向上
・ 防災気象情報の利活用

【横浜市】
●横浜ＤＸ戦略
・ 戦略の策定背景、見直し、次期戦略策定に
　向けた考え方
・ 行政手続きのオンライン化、デジタル
　人材の確保・育成

【横須賀市】
●書かない窓口
・ 導入した経緯、導入システム
・ 導入の成果

横浜ＤＸ戦略についての説明

有機フッ素化合物についての説明

【沖縄県】
●有機フッ素化合物に対する取り組み
・ 各種調査状況、地域住民への対応
・ 取り組みに対する国の支援、関係部局との連携

【久米島GOSEA】
●海洋温度差発電施設
・ 本事業における自治体の役割や関係
・ 発電した電力の活用方法や事業の
　収支見込み
・ 本事業の沖縄県や久米島町の脱炭素化
　への寄与や今後の展開

【糸満市】
●糸満市浄化センターにおけるバイオマス
　発電事業
・ 糸満市と事業者との役割分担
・ 国や県からの支援、事業効果
・ 地域脱炭素における本事業の位置付け

浄化センターの現地視察

【大阪市】
●こども本の森中之島について
・ 安藤忠雄氏による図書館の寄附の
　概要と開館までの経緯
・ 特色、運用方法、実績及び今後の展望

【株式会社 類設計室】
●類学舎について
・ 株式会社 類設計室が運営するフリー
　スクール設立の経緯
・ 特色あるカリキュラムの内容及び
　類学舎に通う理由

【岡山市】
●電子町内会について
・ 取り組みの経緯及び利活用コンテスト
・ 抱える課題と今後の取り組み

類学舎の授業の様子

電子町内会の説明

企業誘致と雇用促進の取り組みについて

【うるま市】
●企業誘致と雇用促進の取り組みについて
・ 企業誘致のための基盤整備・具体的施策
・ うるま市独自の取り組み（人材雇用・育成支援事業、研究開発支援制度など）
・ 企業誘致と雇用促進の実績・経済効果

【沖縄市】
●沖縄アリーナについて
・ 沖縄アリーナの設立経緯
・ 施設整備に当たっての検討課題
・ 施設整備による交通渋滞対策
・ 設立費用（額）と費用低減のための整備手法など
・ 施設整備による事業効果

【宮古島市】
●農産物のブランド化推進・確立について
・ 「食材の内部循環を目指す新たな宮古島市
　モデル」の検討状況
・ 地域産品の消費拡大に向けた取り組み 沖縄アリーナの説明

ヤングケアラー対策についての説明

【認定NPO法人 マギーズ東京】
●がんに影響を受けるすべての人への社会的
　支援事業
・ サポート支援体制
・ 利用者数、相談実績、課題及び今後の取り組み

【さいたま市】
●ヤングケアラー対策
・ さいたま市ケアラー支援条例
・ ヤングケアラーの現状、ヤング
　ケアラーへの支援

【柏市】
●フレイル対策事業
・ 虚弱層を発見し早期に介入できる仕組みづくり
・ フレイルサポーター
・ 健診やフレイルチェック講座に参加されない方へのアプローチ
・ 「通いの場」への活動支援における専門職やボランティアの関わりについて

フレイル対策事業についての説明

緑化地域制度の説明

【堺市】
●サイクルシティ堺
・ 組織体制、自転車に関する施策
・ 堺市自転車活用推進計画

【神姫バス株式会社】
●神戸観光周遊バス シティーループ
・ 利用促進に向けた取り組み、行政の関わり
・ 今後の取り組みと課題

【名古屋市】
●緑化地域制度
・ 制定経緯とその効果
・ 運用する中での問題点と課題解決の
　取り組み

サイクルシティ堺の説明議案番号・件名

議第 2 号

議第18号

議第35号

議第46号

議第47号

議第48号

令和６年度熊本市一般会計予算

令和５年度熊本市一般会計補正予算

熊本市附属機関設置条例の一部改正について 

熊本市手数料条例の一部改正について

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部を改正
する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を
改正する省令の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
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主な議決結果 各議員の賛否については、熊本市議会ホームページの議員名簿をご覧ください。
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可決された意見書 市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を
表明します。第1回定例会では、2件の意見書が可決されました。

発議第２号

発議第３号

下水サーベイランス事業の実施を求める意見書について

緊急事態に関する国会審議を求める意見書について

コミュニティセンターの指定管理料の積算の見直しについて質
疑3

コロナ前より利用が減っていること。最低賃金の引き上げや公共料
金の引き上げなどにより、赤字になる見込みの施設もある。算定基準
の見直しを。

東部公民館図書室会計年度任用職員（司書）増員について質
疑2

予約冊数は、熊本市立図書館が約１０万冊に次いで８万冊となっている。
図書館は22名、東部は4名で対応している。増員すべき。


